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Summary

非常用発電機が「動かない」ときは、停電発生から始動、出力安定、切替、受電・配分、長時間運転ま
でを時系列で確認して停止位置を特定します。停電直後はUPSで重要負荷を連続給電し、停止位置に応じ
て発電機の復旧、縮退運転、蓄電池・太陽光・外部電源への引継ぎを決めます。

Key Points

Array
一次エネルギー、発電、蓄電、切替、配線・接続、優先負荷、監視までを一つの非常用電源経路
として捉える設計原理。
非常用発電機が起動後に停止した実災害事例と、重要機能を残すフェイルソフト・縮退運転。
停電、道路、燃料、通信、水、医療が同時に制約となる災害時の時系列。
供給源、切替、受電、配分、負荷、監視までが成立して初めて重要負荷へ給電できるという設備
側の判断フロー。
非常用発電機の大容量・長時間給電を活かし、UPS、蓄電池、太陽光へ用途と時間に応じて役割
を分ける構成。
停電・道路寸断を前提に、自立電源で防災通信を継続する実装事例。
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